
第 141 回 学長定例記者会見          

第 1４１回 学長定例記者会見 

 

 

日時：令和 4 年 1 月 20 日（木）14：00 ～ 14：30 

場所：広島大学 霞キャンパス 臨床管理棟 3 階 大会議室 

   ※ テレビ会議システムによる配信は行わない 

※ YouTube による録画配信を実施 

 

 

【発表事項】 

１．原爆放射線医科学研究所 2021 年度企画展示の「赤レンガの医学資料館」

～陸軍兵器補給廠だった医学資料館で見る広島とヒロシマの医学史～（2/21

～3/23：予定）について 

 

 

 

  ２．第 1 回「赤いカンナの花」音楽会 

〜被爆樹木から生まれた弦楽器の響き。平和へのメッセージ〜の開催 

（2/27）について 

 

 

 

 

 

【お知らせ事項】 

  1．「ザンビア特別教育プログラム」20 周年記念成果報告会・シンポジウム 

を開きます（3/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次回の学長定例記者会見（予定） 

    日時： 令和 4 年 2 月下旬 

場所： 広島大学 東広島キャンパス 



 

第 141 回  学長定例記者会見 発表事項１   

 

令和 4 年 1 月 20 日 

 

原爆放射線医科学研究所附属被ばく資料調査解析部 

2021 年度企画展示 

「赤レンガの医学資料館」 
～陸軍兵器補給廠だった医学資料館で見る広島とヒロシマの医学史～ 

 

 

 医学部創立 30 周年を記念して 1978 年に設立された広島大学医学部医学

資料館（以下、医学資料館）は、日本の国立大学医学部の中で最初にできた資

料館です。広島大学医学部が現在の霞キャンパスに完全に移ったのは 1957

年ですが、医学資料館には、医学部や原爆放射線医科学研究所など広島大学関

係のものだけでなく、地元の開業医の皆様、県や市の医師会などから、江戸時

代や近代以降の医学書、広島の医学記録など実に様々な種類の資料が多く託さ

れています。医学資料館の英文表記が“Institute of History of Medicine”

であることからも、その気合がうかがえます。 

 本資料館の基になった陸軍兵器補給廠の建物は、大正 4 年（1915 年）に

建造された被爆建物で、原爆の際は救護所として使われました。現在の大学病

院前にあるこの赤レンガは、原爆の様子を、そして原爆前の広島と原爆後のヒ

ロシマの医学に取り組むものたちの営みをずっと見てきた、そういった経緯を

踏まえて、現在資料保存環境の整備を進めている中で改めて確認された資料や

未公開資料を交えて展示します。 

 

［開催］ 主催：広島大学原爆放射線医科学研究所 

共催：放射線災害・医科学研究拠点 

（広島大学・長崎大学・福島県立医科大学） 

協力：広島大学医学部 

 

［期間］ 2022 年 2 月 21 日～3 月 23 日（予定） 

注意：新型コロナウィルス感染流行の状況による国・県・市の施策および広島大学

の行動指針等を遵守することを第一とし、そのうえでの開催とします。そのため、

場合により、上記の開催場所および期間は変更（中止または延期）することがあり

ます。開催の場合も、完全事前予約制による参観とします。 

 

［会場］  広島大学医学部医学資料館（広島市南区霞一丁目２番３号） 

［展示閲覧］  無料（完全事前予約制） 

［内覧会］  会期開始時にマスコミ関係者向けの内覧会を予定 

 
【お問い合わせ先】 

原爆放射線医科学研究所 

附属被ばく資料調査解析部 

助教 久保田明子 

TEL:082-257-5936（事務）  

 



主催 広島大学原爆放射線医科学研究所

共催 放射線災害・医科学研究拠点

（広島大学・長崎大学・福島県立医科大学）

協力 広島大学医学部

企画・製作 広島大学原爆放射線医科学研究所

附属被ばく資料調査解析部

［期間］2022年2月21日㊊ ～3月23日㊌

［会場］

広島大学医学部
医学資料館
広島大学霞キャンパス（大学病院前）

10：00～16：00（土曜日・日曜日・祝日閉館）

2021年度資料展示

入場無料
事前予約制

【ご注意】新型コロナウィルスの感染状況等により、中止、延期、開催方式の変更等がある場合もございます。
あらかじめご了承ください。

【来場方法】事前予約制とさせていただきますので、お手数ですが、事前にQRコードか下記連絡先までご連絡ください。
【予約時の必要事項】①代表者のお名前 ②参観希望日時 ③人数 ④連絡先メールアドレス ⑤連絡先お電話番号

事前予約・問い合わせ ☎082-257-5877／kohosha@hiroshima-u.ac.jp 解析部事務

赤レンガの
医学資料館

陸軍兵器補給廠だった
医学資料館で見る
広島とヒロシマの

医学史

こちらからも予約できます



 

第 141 回  学長定例記者会見 発表事項 2    

 

令和 4 年 1 月 20 日 

 

 

       第 1 回「赤いカンナの花」音楽会 

 〜被爆樹木から生まれた弦楽器の響き。平和へのメッセージ〜 

の開催について 

 

 

2022 年 2 月 27 日（日）、広島大学が所有する被爆樹木を用いた弦楽器（ヴ

ァイオリン・ヴィオラ・チェロ）による演奏会が、東広島芸術文化ホールくら

ら大ホールにて開催されます。 

原爆により亡くなられた方々の慰霊と被爆体験の継承活動に役立てる目的

で生まれた、これらの被爆樹木を使用した弦楽器の音色を奏でることにより、

被爆された方々の心の癒しとなり、忘れてはならない過去の悲惨な歴史を音楽

の力で側面から支え、継承し風化させない演奏会とします。なお、このコンサ

ートはチャリティコンサートです。 

ヴァイオリンの小川有紀子さんは、第 28 回ティボール・ヴァルガ国際ヴァ

イオリンコンクール第４位や東京現代音楽祭室内楽コンクール第１位など国

内外の国際コンクールで上位入賞や優勝を果たされた、我が国を代表するヴァ

イオリニストです。 

ヴィオラは広島大学大学院人間社会科学研究科音楽文化教育学領域のヴァ

イオリン教員の高旗健次教授（ドイツ国家演奏家資格取得）が、チェロは広島

大学教育学部客員教授でチェリストの森純子氏が演奏します。 

三人で被爆樹木から生まれた弦楽器でコダーイ作曲のインテルメッツォ(間

奏曲)や、広島大学の弦楽器専攻学生とともに、ドヴォルザーク作曲の弦楽五

重奏第２番などを演奏します。 

 
 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

大学院人間社会科学研究科 

教授 高旗 健次 

TEL：082-424-6831   

 

 







第 141 回  学長定例記者会見 お知らせ事項 1  

 

令和４年 1 月 20 日 

 

 

 
 

広島大学では、独立行政法人国際協力機構（JICA）の実施する青年海外協

力隊派遣を日本で初めて組み入れた大学院教育プログラムとして、「ザンビア

特別教育プログラム」を 2002 年度から実施しています。 

 

これまで「ザンビア特別教育プログラム」を修了した学生は延べ 39 人です

（注）。修了生は、教育分野における研究者や国際協力の実務家、日本の小学

校・中学校・高校の教員、民間企業等にて現在活躍しています。なお、「ザン

ビア特別教育プログラム」は 2009 年度に文部科学省により実施された調査

研究にて、グローバル人材育成のための大学教育プログラムの優良事例の一つ

として取り上げられました。 

 

 このたび、「ザンビア特別教育プログラム」の開始から 20 周年を迎えまし

たので、これまでの成果を振り返るとともに今後の可能性を展望するため、以

下のとおり 20 周年記念成果報告会・シンポジウムを開催します。なお、本イ

ベントは広島大学大学院人間社会科学研究科設立記念セミナーを兼ねていま

す。 

 

イベント名：20 周年記念成果報告会＆シンポジウム「ザンビア特別教育プ 

ログラムの成果と今後の可能性」 

日時   ：2022 年 3 月 5 日（土）13 時 30 分～16 時 45 分 

 主催   ：広島大学大学院人間社会科学研究科国際教育開発プログラム 

 共催   ：独立行政法人国際協力機構（JICA） 

広島大学大学院人間社会科学研究科 

 後援   ：文部科学省 

 

 本イベントの詳細や申し込み方法等につきましては、別紙をご参照ください。 

 

 別紙： 20 周年記念成果報告会＆シンポジウムのご案内 

 

 
（注）修士課程を修了した 34 人のうち 5 人が博士課程に進学し、博士号を取得してい

ます。 

 

【お問い合わせ先】 

大学院人間社会科学研究科 

国際教育開発プログラム 丸山 

TEL:082-424-4573（国際協力学系支援室） 

Email: tmaru*hiroshima-u.ac.jp 

メール送信の際は*を@として送付ください。 

 

「ザンビア特別教育プログラム」20 周年 
記念成果報告会・シンポジウムを開きます 



20周年記念成果報告会＆シンポジウム

「ザンビア特別教育プログラムの成果
と今後の可能性」

ザンビア特別教育プログラムは、ザンビアでの青年海
外協力隊活動を組み入れた、独立行政法人国際
協力機構（JICA）と広島大学の連携教育プログラム
です。詳しくは以下をご参照ください。

広島大学国際理数科技術教育協力実践プロジェクト研究センター
電話：082-424-6944 / 
Email: intlscim@hiroshima-u.ac.jp

日時： 2022年3月5日（土）13:30～16:45
対面式・オンラインの両方にて開催予定です。（いずれの参加をご希望かを、

お申込み時にお選びください。）

対面式の開催場所： JICA竹橋合同ビル
プログラム（予定）

主催

共催

後援

広島大学大学院人間社会科学研究科
国際教育開発プログラム

https://intlscim.hiroshima-u.ac.jp/zampro.html

独立行政法人国際協力機構（JICA）
広島大学大学院人間社会科学研究科

文部科学省

参加のお申込みは、右のQRコードまたはURLから必要事項をご記入願います。対面式での
参加についての申込締切りは2月18日（金）、オンラインでの参加についての申込締切りは3
月2日（水）です。 対面式の会場での参加は都合により申込み先着順といたします。なお、新

型コロナウィルスの感染状況によっては、オンライン開催のみとする可能性がありますので、
予めご了承願います。

入場無料
要事前申込

13:30～14:50
第1部：成果報告会

15:10～16:45
第2部： 基調講演（東京大学北村友人教授）

シンポジウム

-・-大学院 人間社会科学研究科設立記念セミナー-・-

お申込み・
お問合せ

https://forms.office.com/r/A0VxGtFv4B

https://www.jica.go.jp/about/structure/takebashi_building.html

（最寄り： 東京メトロ東西線竹橋駅・大手町駅）

https://intlscim.hiroshima-u.ac.jp/zampro.html
about:blank
about:blank
about:blank
https://forms.office.com/r/A0VxGtFv4B
https://www.jica.go.jp/about/structure/takebashi_building.html

